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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”

で
す
。
田
原
市
で
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称
：
Ｊジ

ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
、
国

が
発
信
す
る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星

と
市
の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、

瞬
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

市
内
２
４
６
か

所
に
設
置
し
て
あ

る
防
災
行
政
無
線

か
ら
自
動
的
に
サ

イ
レ
ン
と
音
声
で

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▪
放
送
さ
れ
る
情
報

◦
緊
急
地
震
速
報
（
田
原
市
で
震
度
４

以
上
が
予
測
さ
れ
る
場
合
）

◦
津
波
注
意
報
／
津
波
警
報
／
大
津
波

警
報

◦
東
海
地
震
注
意
情
報
／
東
海
地
震
予

知
情
報

◦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
／
航
空
攻
撃
情

報
／
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

／
大
規
模
テ
ロ
情
報

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

　独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）「流域水管
理に基づくかんがい排水」コースの研修生が田原市
を訪問し、豊川用水と田原市の農業について研修を
行いました。田原市では、ＪＩＣＡの研修生を昭和６３年
から毎年受け入れており、昨年度までに５４か国２７８
名の研修生が田原市を訪れています。
◉研修の目的
　この研修は、開発途上国のか
んがい排水分野で活動している
若手技術者を対象に行われてお
り、総合的水管理とかんがい排
水に関する知識と技術を習得す
ることを目的としています。
◉農業を学び、交流を深める
　研修生は、２月から８月まで日本に滞在し、主に茨城

県にあるＪＩＣＡ
の施設で研修
を受講。田原市
には、アフリカや
アジアの６か国
７名が、豊川用水の通水により飛躍的に発展を遂げ
た農業の優良事例の現地研修として８月２日（木）から
２泊３日の日程で訪問しました。
　研修生は、豊川上流域のダムなどについて学習し
た後、田原市でＪＡの施設や豊川用水の揚水機場、
初立池を視察したり、水田や施設園芸の温室を見学
しながら、農家の方の話を聞いたりしました。
　また、研修期間中は、ホームステイを通じて市民との
交流を深めました。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

▪
全
国
一
斉
自
動
放
送
試
験

　

災
害
時
に
、
国
が
発
信
す
る
緊
急
情

報
を
確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
に
自
動
放
送
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
田
原
市
で
も
、
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
次

の
内
容
を一斉
に
放
送
し
ま
す
。

◎
実
施
日
時

９
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
ご
ろ
、

午
前
10
時
30
分
ご
ろ
の
２
回

◎
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、試
験
放
送
で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で
す
」

→
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

■国内外との交流・多文化共生

田原市で農業を学ぶ　Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ研修生が田原市を訪問
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）研修生が田原市で農業研修を行いました。

▲施設園芸（菊）の説明を聞く研修生

▲水田を見学
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